

































































































































































一升は倉 鄧隆・谷榮らのもとに納めたが、残りの一一二斛六斗八 着服 飲食に用い、後にその 発覚したため許迪は着服した分の穀物をひそかに四年六月一日に倉吏黄璜らのもとに納めた。
























































































































































































































また「吏朱謙の二年鹽米」 、 「男子李明の二年鹽米」などと、 「塩














受領の際には一次的記録が作成されていたことが判明する。さらに郷との関わりの有無については、写真を確認する 「〼□」とされている冒頭は断簡で なく、当該の箇所には二文字の墨痕を確認でき、少なく も「郷」字ではないようである。　
続いて、納入記録の具体的内容を分析し、 「塩米」納入に関する











年月の部分の釈読は、特に「二」 ・ 「三」 「十一」 ・ 「十二」 ・ 「正」など簡の状態によっては確定が難しいが、写真を確認した上で釈文に


























































































































































































れる。すなわち、納入額としては春が圧倒的に多いのである。現在確認できるの 当該期間の事例全 ではなく、年度及び年月日の釈読確認が困難であるという問題は残るが、現状の資料から考える限りでは、まず春に官塩の売却及び「塩米」の納入 行われ、夏秋を経て冬から翌春にかけて改めて売却・ なわれたとみることができる。　
納入額は、担当者ごとのばらつきもある。前述の谷能や黄高ら複

























































































































































































































するとも考えられる。しかし、両者には記録の冒頭部分に大きな違いがあ 。すなわち、 「郡吏雷濟の黄龍三年の鹽賈米を出だす」とあり、州中倉吏の管轄下になかったかのような記載となっている。既公表の呉簡 には、このよう 書式の記録は当該の三点 みであり、類例は無 。　
では「郡吏雷済の塩賈米」は、州中倉・三州倉以外の場所に保管
されたのだろうか。しかし、前節でみたように、 「塩米」 「邸閣郭據」 ・ 「倉吏監賢」が担当する倉 すなわち州中倉に納入されている。また、
（（・
（（のように三州倉から州中倉への移送記録と思しき
ものが確認できることからも、これらが最終的に州中倉に保管された上で搬出され ことは間違いない 著者はこのような状況 ついて、 「郡吏雷済の塩賈米」 州中倉には保管されるが、財源としては州中倉吏の管轄下に置かれなかった可能性を想定す 。すなわち、官塩を管轄する郡吏雷済は、例年の業務 して官塩を売却 「塩賈米」を得る。これらは穀倉（三州倉及び州中
（
に納入・保管さ









四、 「池賈米」 ・ 「醤賈米」 ・ 「鋘賈銭」
　
走馬楼呉簡中には、 「塩賈米」と類似する名称の収入名目として、
































































に禮を以てす。宗、初め雷池監と爲り、魚を母に奉る。母、其の寄こす所を還し、遂に絶えて復た魚を食らわず。後に宗、糧穀を典知するに、乃ち表陳して曰く「臣、昔雷池監と為る 、母、三年魚を食らわず。臣 若 糧穀を典らば、臣の母、以て三年米を食らわざる可からず。臣、是を以 死を以て之を守らん」と。

















































































































































（0（ 入吏呉健二年鹽米二斛〼 吏 呉健 （斛 ― ― ―
（0（ 入吏韋周二年鹽[米]〼 吏 韋周 ― ― ― ―
（0（（ [入]男子雷奉鹽米三斛一斗□□黄龍三年正月廿八日關邸
閣郭據付倉吏監賢受
男子 雷奉 （斛（斗 黄龍三年 （ （（
（0（（ [入]□□鄧應二年鹽米[廿]九斛黄龍三年四月廿一日關邸
閣郭據付倉吏監賢受
□□ 鄧應 （（斛 黄龍三年 （ （（
（0（（ 入吏朱謙二年鹽米九斛六斗黄龍三年三月三日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 朱謙 （斛（斗 黄龍三年 （ （
（0（（ 入□部師高米鹽米十四斛黄龍三年正月十八日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
□部師 高米 （（斛 黄龍三年 （ （（
（0（（ 入男子呉起二年鹽米[三]斛二斗黄龍三年三月廿二日關[邸
閣郭]據付倉吏監賢受
男子 呉起 （斛（斗 黄龍三年 （ （（
（0（（ 入吏徐業二年鹽米五十八斛黄龍二年三月十七日關邸閣
[郭]據付倉吏監賢受
吏 徐業 （（斛 黄龍二年 （ （（
（（00 入吏番陶二年鹽米四斛三斗黄龍二年十二月十日關邸閣郭
據付倉吏監賢
吏 番陶 （斛（斗 黄龍二年 （（ （0
（（0（ 入男子李明二年鹽米十斛黄龍三年十一月十日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
男子 李明 （0斛 黄龍三年 （（ （0
（（0（ 入男子李鳴二年鹽米廿斛黄龍三年四月十八日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
男子 李鳴 （0斛 黄龍三年 （ （（
（（（0 入吏黄詡二年鹽米四斛黄龍三年正月十八日關邸閣郭據付
倉吏監賢受
吏 黄詡 （斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入男子李鳴□□[鹽米]廿斛黄龍三年十一月十八日…… 男子 李鳴 （0斛 黄龍三年 （（ （（
（（（（ 入郡吏廖掽二年鹽米八斛黄龍三年四月一日關邸閣郭據付
倉吏監賢受
郡吏 廖掽 （斛 黄龍三年 （ （
（（（（ 入吏[謝]萇二年鹽米九斛五斗黄龍二年十二月十三日關邸
閣郭據付倉吏監賢受
吏 謝萇 （斛（斗 黄龍二年 （（ （（
（（（（ 入男子張仵陳部張二年鹽米七斛黄龍三年三月廿三日關
邸閣郭據付倉吏監賢　　　　
男子 張仵陳部張 （（斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入吏谷水二年鹽米一斛黄龍二年十二月十四日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 谷水 （斛 黄龍二年 （（ （（
（（（（ [入吏]光錢鹽米廿斛黄龍三年正月廿二日關邸閣郭據付倉
吏監賢受
吏 光銭 （0斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入吏石詵二年鹽米七斛黄龍二年十二月十日關邸閣郭據付
倉吏監賢受
吏 石詵 （斛 黄龍二年 （（ （0
（（（（ 入吏[陳]□二年鹽米□斛黄龍三年四月八日關邸閣郭據付
倉吏監賢受
吏 陳□ □斛 黄龍三年 （ （
（（（（ 入吏[廖](?) □二年鹽米十一斛黄龍二年十二月廿日[關邸閣
郭據付倉吏監賢受]
吏 廖□ （（斛 黄龍二年 （（ （0
（（（（ 入吏雷贊二年鹽米十六斛黄龍二年十二月十日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 雷賛 （（斛 黄龍二年 （（ （0
（（（（ 入吏谷張二年鹽米十斛黄龍二年[十]一月九日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 谷張 （0斛 黄龍二年 （（ （
（（（（ 入吏□□二年鹽米六斛黄龍二年十二月十三日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 □□ （斛 黄龍二年 （（ （（
（（（（ 入吏黄高二年鹽米廿二斛黄龍三年正月廿五日關邸閣郭據
付倉吏監賢受
吏 黄高 （（斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ [入]吏石龍二年鹽米六斛五斗黄龍二年十二月廿□日關邸
閣郭據付倉吏監賢□
吏 石龍 （斛（斗 黄龍二年 （（ （?
（（（（ 入吏呉連 (?) 三年鹽米五斛□斗五升黄龍三年正月廿一日
關邸閣郭據倉吏監賢受
吏 呉連 （斛□斗（升 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入吏黄諱二年鹽米□斛[五]斗黄龍三年三月七日關邸閣郭
據付倉吏監賢受
吏 黄諱 □斛（斗 黄龍三年 （ （
（（（（ 〼□監賢鹽米廿斛黄龍三年十月十六日關邸閣郭據付倉吏
□□□
― 監賢 （0斛 黄龍三年 （0 （（
長沙走馬楼呉簡に見える「塩米」
一二五
（（（（ 入吏□□二年鹽米十四斛黄龍二年十二月五日關邸閣…… 吏 □□ （（斛 黄龍二年 （（ （
（（（（ 入吏谷能二年鹽米七斛黄龍三年二月十九日関邸閣[郭據
付倉吏監]〼
吏 谷能 （斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 吏雷贊二年鹽米[六]斛黄龍三年四月六日[關邸閣]□□〼 吏 雷賛 （斛 黄龍三年 （ （
（（（（ 〼石富二年鹽米十八斛黄龍二年十一月廿三日關邸閣郭據
付倉吏監[賢]〼
― 石富 （（斛 黄龍二年 （（ （（
（0（（ 〼□[税鹽米廿二斛]黄龍三年十二月十九日關〼 ― ― （（斛 黄龍三年 （（ （（
（（（（ 〼[男]子張付二年鹽米[卅]六斛黄龍三年三月十三日關[邸]
〼
男子 張付 （（斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入吏程願二年鹽米□□〼 吏 程願 ― ― ― ―
（（（（ 入大女陳妾二年鹽米五斛黄龍二年十一月十四日[關]邸
[閣]〼
大女 陳妾 （斛 黄龍二年 （（ （（
（（（（ 入吏黄高二年鹽米八斛嘉禾元年十月廿二〼 吏 黄高 （斛 嘉禾元年 （0 （（
（（（（ 〼吏谷能二年鹽米□斛黄龍二年三州倉關邸閣〼 吏 谷能 □斛 黄龍二年 ？ ？
（（（（ 〼丞董謙二年鹽米卅斛黄龍三年十月廿三日關邸閣郭據付
倉吏監賢受
丞？ 董謙 （0斛 黄龍三年 （0 （（
（（00 入吏英□等二年[鹽米]□[斛]嘉禾元年十月廿五日關邸閣
郭據付倉吏監賢受
吏 英□等 □斛 嘉禾元年 （0 （（
（（0（ [入]□[吏]番迪二年鹽米一斛八斗黄龍二年十二月廿七日
[關]邸[閣]郭據付倉吏[監]賢[受]
□吏 番迪 （斛（斗 黄龍二年 （（ （（
（（（（ 入□唐□鹽米……[二年]三月卅日關邸閣郭據付倉吏監
[賢]〼
□ 唐□ ― 二年？ （ （0
（（（（ 入吏廖賢二年鹽米四斛黄龍三年二月〼 吏 廖賢 （斛 黄龍三年 （ ―
（（（（ 〼□龍二年鹽米十二斛七斗黄龍二年十一月七日關邸閣郭
據付倉吏監賢受
― ― （（斛（斗 黄龍二年 （（ （
（（（（ 入□吏鄭漢鹽米四斛　黄龍三年正月十日〼 □吏 鄭漢 （斛 黄龍三年 （ （0
（（（0 入吏周伯二年鹽米廿斛黄龍三年二月十六日關邸閣郭據〼 吏 周伯 （0斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入吏許萇二年鹽米□[斛]黄龍二年十一月七日關邸閣郭據
〼
吏 許萇 □斛 黄龍二年 （（ （
（（0（ [入郡]吏□□二年鹽米十[斛]黄龍三年十一月九日關邸閣
郭據付倉吏監賢
郡吏 □□ （0斛 黄龍三年 （（ （
（（0（ 入吏李廣二年鹽米十斛黄龍四年五月廿日關邸閣郭據□〼 吏 李廣 （0斛 黄龍四年 （ （0
（（（（ 入男子王[項]二年鹽米九斛嘉禾元年十一月廿日關邸閣□
〼
男子 王項 （斛 嘉禾元年 （（ （0
（（（（ □□□□[二年鹽米十三]□□□黄龍三年二月十六日關邸
閣〼
□ □□ （（□□□ 黄龍三年 （ （（
（0（（ 入吏□ 鹽米十[斛]〼 吏 □ （0斛 ― ― ―
（（0（ 入吏毛廣二年鹽米四斛嘉禾元[年]〼 吏 毛廣 （斛 嘉禾元年 ― ―
（0（（ ……鹽米廿斛黄龍三年八月十八日關邸閣郭據付倉吏監賢
受
― ― （0斛 黄龍三年 （ （（
（（（（ 入郡吏唐施二年鹽米五斛黄〼 郡吏 唐施 （斛 黄〼 ― ―
（（（（ 入男子何春二年鹽米□斛黄龍三年二月五日關邸閣郭據付
倉〼
男子 何春 □斛 黄龍三年 （ （
（（（0 入男子蘇豪二年鹽米二百六斛黄龍二年三月廿日關邸閣郭
據付倉吏監賢
男子 蘇豪 （0（斛 黄龍二年 （ （0
（（00 入男子王大張徳二年鹽米卌五斛四斗黄龍三年二月廿□日
[受]













 竹簡〔弐〕 』 （二〇〇七年一月
（、
④同『長沙走馬楼三国呉簡















拙稿ａ「長沙走馬楼呉簡よりみる孫吳政權 穀物搬出システム」 （ 『中国
出土資料研究』第一〇号、二〇〇六年三月
（。拙稿ｂ「長沙走馬楼呉簡に
おける穀倉関係簿初探」 （ 『民衆史研究』第七二号、二〇 六年一一月
（。
拙稿ｄ「長沙走馬楼呉簡にみえる穀物財政システム」 （工藤元男・李成市編『東アジア 文字資料の研究』 雄山閣、二〇〇九年三月
（。拙稿ｅ









簡にみえる「貸米」と「種粻」―孫呉政権初期における穀物貸与―」 （ 『史観』第一六二冊、二 一〇年三月
（。拙稿ｈ「從長沙走馬樓呉簡看三國呉







 「税米」 ・ 「租米」はともに吏民の「佃田」に課された賦税で、前者は















































































































































邸閣・州中倉・三州倉 ついて」 （ 『九州大学東洋史論集』第三一号、二〇〇三年四月
（、同「長沙走馬楼呉簡中の「邸閣」再検討―米納入簡の書式


















































































































































































るため、三者が三州倉の搬出記録という可能性も生ずる ただし現在のところ、州中倉の搬出記録以外には「呉平斛」 を「稟斛」米に換算 て搬出する事例、 「督軍糧都尉 書」を受けて搬出する事例 確認できないため、可能性を指摘しておくに留める。
（
（（
 「池賈米」については羅新「監池司馬簡及相関問題」 （ 『呉簡研究』第一輯、崇文書局、二〇〇四年
（、 「鋘賈銭」については侯旭東「三国呉簡中〝鋘





































































































孟彦弘「釋 〝財用銭〟 」 （ 『呉簡研究』第一輯所収（
。 「財用」の語義につい
ては、 『続漢書』百官志三・少府条「守宮令一人、六百石」の本注に、 「主御紙筆墨 及尚書財用諸物及封泥」とある。
（
（（

吉田虎雄『両漢租税の研究』一三六頁。
（
（（

影山剛『中国古代の商工業と専売制』 （東京大学出版会、 一九八四年（三
五〇～三五四頁。
〔付記〕二〇一一年一二月に走馬楼呉簡整理組編著『長沙走馬楼呉簡・竹簡〔肆〕 』 （文物出版社
（
が刊行され、五六一三点の竹簡・木簡が収録されている
が、本稿の脱稿後であったため利用できなかった。他日に改めて検討することとしたい。
